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皆
様
に
支
え
ら
れ
て
今
回
で
二
十
一
回
目
を
迎
え
ま
す
。
今
回
の
特
集
は

「
は
む
ら
・
ア
ー
ト
展
」と
題
し
、
地
元
羽
村
所
縁
・
在
住
の
芸
術
家
の
皆
様
の

作
品
を
一
堂
に
展
示
致
し
ま
す
。
是
非
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、
我
々
の
住
ん

で
い
る
地
元
の
町
で
活
躍
し
て
い
る
芸
術
家
の
お
力
を
直
接
体
感
し
て
下
さ
い
。

第
21
回  
春
の
文
化
展

3
月
21
日（
木
・
祝
）〜
24
日（
日
）

○
春
の
彼
岸
早
朝
坐
禅
会
。
十
八
日
〜
二
十
四
ま
で
。
朝
六
時
〜
七
時
で
す
。

　
清
々
し
い
朝
の
空
気
を
全
身
で
感
じ
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
参
加
下
さ
い
。

○
彼
岸
前
に
護
持
会
・
薬
師
講
中
の
方
々
が
お
寺
の
境
内
と
墓
地
の
清
掃
を
し

　
て
下
さ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
お
仏
壇
と
お
墓
の
美
化
を
お
願
い
し
ま
す
。

書道・絵画・造形・写真・折り紙・俳句・編み物
尺八・パッチワーク・篆刻・水墨画・山野草
陶芸・木彫等

展
示

10
時
〜
16
時（
最
終
日
15
時
ま
で
）

宗禅寺ホームページ  http://www.hamura-souzenji.com

◆
施
茶
　
展
示
会
期
間
中
、
会
場
内
に
て
お
抹
茶
を
い
た
だ
け
ま
す
。

特
別
展
示

「
は
む
ら
・
ア
ー
ト
展
」

「
は
む
ら
・
ア
ー
ト
展
」

イ
ラ
ス
ト
／
並
木
風
磨
氏
・
ア
ク
リ
ル
／
島
田
敦
子
氏

日
本
画
／
上
田
泰
徳
氏
・
油
彩
／
髙
橋
隆
助
氏
・
水
墨
画
／
沖
本
登
茂
子
氏

木
工
芸
／
五
十
嵐
誠
氏
・
油
彩
／
雨
倉
　
充
氏

「
花
展
」
出
品
募
集
中
！！

【
出
品
し
て
下
さ
る
皆
様
】

●
草
月
流
／
吉
田
信
子 

社
中  

●
池
坊
流
／
加
藤
公
子 

社
中

●
龍
生
派
／
橋
本
里
子 

社
中  

●
小
原
流
／
上
田
安
子 

社
中

●
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
／
天
川
紀
香
さ
ん

※

期
間
中
「
甘
茶
」
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

４
月
６
日（
土
）〜
８
日（
月
）

　
四
月
八
日
は
仏
教
の
開
祖
で
あ
る
お
釈
迦

様
の
誕
生
日
で
す
。
春
の
麗
ら
か
な
ひ
と
時

を
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
お
で
か
け
下

さ
い
。

来
山
の
皆
様
が
お
釈
迦
様
に
一
本
ず
つ
花
を

供
え
ま
す
。

◆
花
供
養

◆
花
展

●  

御
詠
歌
奉
詠

●  

お
釈
迦
様
生
誕
法
要―

般
若
心
経
唱
和

●  

住
職
の
法
話

●  

鳳
友
会
「
生
田
流
箏
ラ
イ
ブ
」

●  

草
月
流
上
原
瑞
光
先
生
「
花
活
込
み
実
演
」

４
月
８
日  

午
後
一
時
よ
り

花
ま
つ
り

花
ま
つ
り



そ う ぜ ん じ 便 り （２）

　

二
月
三
日
に
恒
例
の
豆
ま
き
会
を
執
り
行
い

ま
し
た
。

　

鬼
払
い
の
起
源
は
、
元
々
中
国
に
於
い
て
旧

暦
十
二
月
三
十
日
に
行
わ
れ
る
「
追
儺
（
つ
い

な
）
」
と
い
う
儀
式
が
始
ま
り
で
す
。
古
く
隋

の
時
代
に
は
春
、
秋
、
冬
の
季
節
の
変
わ
り
目

（
節
分
）
の
三
回
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

日
本
で
も
宮
中
で
執
り
行
わ
れ
て
い
た
そ
う

で
す
が
、
江
戸
時
代
頃
に
は
一
般
行
事
と
な
り

ま
し
た
。
豆
は
魔
滅
の
語
呂
か
ら
き
て
い
る
説

が
あ
る
そ
う
で
す
。
新
し
い
春
を
迎
え
て
、
今

年
一
年
の
邪
鬼
を
祓
い
、
福
を
招
く
行
事
で
す
。

　

宗
禅
寺
の
豆
ま
き
で
は
、
来
山
い
た
だ
い
た

す
べ
て
の
お
子
様
に
本
堂
か
ら
豆
を
撒
い
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
薬
師
堂
で
は
お
経
を
お
読

み
し
て
皆
様
の
一
年
の
健
康
を
一
緒
に
祈
祷
し

て
い
ま
す
。

　

本
年
は
日
曜
日
に
当
た
り
、
例
年
以
上
の
大

勢
の
ご
来
山
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
有
り

難
い
こ
と
で
す
。
ご
来
山
頂
い
た
皆
様
、
朝
か

ら
お
手
伝
い
い
た
だ
き
ま
し
た
総
代
さ
ん
や
薬

師
講
、
サ
ン
ガ
の
会
・
坐
禅
会
・
写
経
の
会
の

皆
様
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

赤鬼さん青鬼さんが町内に豆まきの告知へ。
鬼の面は新井達矢さん謹製

歳男歳女の皆様　裃つけてこれから豆まきです

豆まきに参加してくれたお子様への参加賞のお菓子。
200個用意するも終わってみれば5個しか残りませんでした。

今年は日曜日。大勢の皆様がご来山下さりました。

節
分
豆
ま
き
会

節
分
豆
ま
き
会
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「
土
佐
源
氏
」
独
演
劇

「
土
佐
源
氏
」
独
演
劇

エルムンド様にて打ち上げ
正俊和尚と坂本長利様

お寺の裏通りに入口がございます。

第二駐車場は福生側墓地のとなりにございます。
かなりの台数の駐車が可能です。

雨倉正司様のご協力をいただきまして
早速看板を設置致しました。

宗禅寺家族と一枚
左から照明・音響　袴田康裕さん　坂本長利様　マネージメント　仲村映美さん

坂
本
長
利
さ
ん

　

二
月
十
七
日
（
日
）
に
俳
優
坂
本
長

利
さ
ん
に
よ
る
「
土
佐
源
氏
」
独
演
劇

公
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

土
佐
源
氏
は
民
俗
学
者
・
宮
本
常
一

先
生
著
『
忘
れ
ら
れ
た
日
本
人
』
に
収

め
ら
れ
て
い
る
話
し
で
、
著
者
が
昭
和

十
六
年
、
高
知
の
梼
原
で
出
会
っ
た
盲

目
の
元
馬
喰
（
牛
馬
仲
買
人
）
か
ら
聞

い
た
話
し
が
元
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

八
十
九
歳
を
迎
え
た
俳
優
坂
本
長
利

さ
ん
が
四
十
代
の
頃
か
ら
独
演
を
続
け

磨
き
に
研
き
続
け
て
き
た
演
目
で
上
演
、

宗
禅
寺
は
一
二
〇
八
回
目
で
し
た
。

　

私
も
正
月
五
日
に
高
円
寺
で
行
わ
れ

た
公
演
で
観
劇
致
し
ま
し
た
が
、
お
寺

で
の
公
演
は
演
者
と
の
距
離
感
が
近
く
、

素
晴
ら
し
い
演
技
を
よ
り
堪
能
で
き
た

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

当
日
は
二
五
〇
名
の
ご
来
山
を
い
た

だ
き
、
皆
様
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
お
寺
と
し
て
は
来
年
も
開
催
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
見
逃
し
た

皆
様
は
吉
報
を
お
待
ち
下
さ
い
。

宗
禅
寺
第
二
駐
車
場
が
完
成

　

お
寺
の
裏
側
に
第
二
駐
車
場
が
で
き
ま
し
た
。
地
元
檀
信

徒
・
雨
倉
利
夫
様
よ
り
お
寺
へ
の
土
地
の
売
却
の
お
話
し
を
い

た
だ
き
、
総
代
さ
ん
と
相
談
し
た
結
果
、
お
寺
で
買
い
取
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
当
面
は
全
面
、
駐
車
場
と
し
て
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
入
口
が
少
々
分
か
り
づ
ら
い
の
で
、
同
じ

く
檀
信
徒
の
雨
倉
正
司
様
宅
に
看
板
を
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
け

る
こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

様
々
な
行
事
の
折
に
、
度
々

路
上
駐
車
に
て
し
の
い
で
来
ま

し
た
が
、
こ
れ
で
安
心
し
て
お

車
を
駐
車
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
福
生
側
墓
地
に
お
墓
を
所

有
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
と
っ
て

は
、
現
在
の
駐
車
場
よ
り
近
い

場
所
に
車
を
停
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

檀
信
徒
皆
様
で
ご
利
用
下
さ
い
。
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中
里
介
山
の
名
著
『
大
菩
薩
峠
』
に
は
、
『
英

訳
大
菩
薩
峠
』
が
発
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
『
英
訳
大
菩
薩
峠
』
が
発
行
さ
れ
た
の
は
、
昭

和
四
年
一
二
月
で
翻
訳
者
は
イ
ギ
リ
ス
人
の
Ｃ
・

Ｓ
・
バ
ビ
ヤ
で
す
。
発
行
所
は
、
介
山
の
著
作
物

を
多
く
て
が
け
て
い
る
春
秋
社
と
い
う
出
版
社
で

す
。

　

昭
和
四
年
は
、
介
山
が
羽
村
に
「
大
菩
薩
峠
記

念
館
」
建
設
に
着
手
し
て
い
る
こ
ろ
で
す
。
バ
ビ

ヤ
氏
は
、
春
秋
社
の
神
田
社
長
の
紹
介
に
よ
る
も

の
で
、
拓
殖
大
学
や
立
正
大
学
の
教
授
を
し
て
い

ま
し
た
。

　

『
英
訳
大
菩
薩
峠
』
が
刊
行
さ
れ
る
に
あ
た
っ

て
、
介
山
が
発
行
し
て
い
た
「
隣
人
之
友
」
に
は
、

「
バ
ビ
ヤ
氏
は
、
日
本
の
こ
と
を
よ
く
理
解
し
、

柔
道
や
剣
道
も
学
ん
で
い
る
の
で
、
翻
訳
者
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
人
物
で
あ
る
。
世
界
的
に
紹
介
さ

れ
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
」
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。

　

英
訳
さ
れ
た
『
大
菩
薩
峠
』
の
序
文
を
介
山
自

ら
執
筆
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
日
頃
か
ら
著
作

物
を
刊
行
す
る
こ
と
に
か
な
り
神
経
を
つ
か
っ
て

い
た
介
山
に
と
っ
て
、
今
回
の
こ
と
は
好
感
を
持

っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
『
英
訳
大
菩
薩
峠
』
を
紹
介
し
た
の
は
、

日
本
語
を
英
訳
す
る
こ
と
ま
た
そ
の
逆
の
場
合
も

あ
り
ま
す
が
、
翻
訳
す
る
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し

た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
「
こ
こ
ろ
」
と
い
う
言
葉
を
、
私

た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
文
章
の
な
か
で
使
用
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
「
こ
こ
ろ
」
を
英
語
に
置
き
換

え
る
と
す
れ
ば
「
ハ
ー
ト
」
「
ス
ピ
リ
ッ
ト
」

「
マ
イ
ン
ド
」
な
ど
の
表
記
が
あ
て
は
ま
り
そ
う

で
す
が
、
ど
れ
も
ぴ
っ
た
り
く
る
も
の
が
な
い
そ

う
で
す
。

　

文
芸
評
論
家
の
小
林
秀
雄
は
、
東
京
大
学
の
仏

文
科
を
卒
業
し
、
文
化
勲
章
も
受
章
さ
れ
た
た
い

へ
ん
著
名
な
人
で
し
た
。
小
林
秀
雄
は
、
『
狭
き

門
』
な
ど
で
知
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
文
学
者
ジ
ッ

ド
に
精
通
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
の
は
じ
め
ご

ろ
ジ
ッ
ド
の
本
を
翻
訳
し
て
い
た
と
き
、
ど
う
し

て
も
わ
か
ら
な
い
単
語
が
で
て
き
て
本
文
に
注
を

つ
け
て
、
そ
の
単
語
を
で
た
ら
め
に
訳
し
ま
し
た

と
正
直
に
書
い
た
の
で
す
。
今
の
よ
う
に
『
仏
和

大
辞
典
』
も
な
か
っ
た
当
時
と
し
て
は
し
か
た
が

な
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
翻
訳
す
る
こ

と
は
む
ず
か
し
い
こ
と
な
の
で
す
。

　

正
確
な
翻
訳
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

気
に
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
今
年
の
大
学
入
試
セ

ン
タ
ー
の
国
語
問
題
に
沼
野
充
義
「
翻
訳
を
め
ぐ

る
七
つ
の
非
現
実
的
な
断
章
」
が
出
題
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

沼
野
氏
は
、
翻
訳
と
は
「
近
似
的
な
「
言
い
換

え
」
で
あ
る
」
か
ら
、
「
同
じ
よ
う
な
状
況
の
も

と
で
、
日
本
人
な
ら
ど
う
言
う
の
が
一
番
自
然
か
、

考
え
る
こ
と
だ
。
翻
訳
と
い
え
ど
も
、
日
本
語
で

あ
る
以
上
は
、
日
本
語
と
し
て
自
然
な
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
し
、
「
い
か
に
「
こ
な

れ
た
」
訳
文
に
す
る
か
が
、
翻
訳
家
の
腕
の
見
せ

所
」
と
な
っ
て
い
て
、
世
間
も
そ
れ
を
高
く
評
価

す
る
傾
向
に
あ
る
と
い
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

自
然
な
日
本
語
に
訳
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
原
文

の
も
つ
独
特
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
そ
こ
な
わ
れ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
あ
る
言
葉
に
対
応

す
る
表
現
が
、
日
本
語
の
な
か
に
あ
る
と
は
限
ら

な
い
か
ら
原
文
に
忠
実
に
訳
す
べ
き
で
は
な
い
の

か
と
い
う
考
え
も
一
方
に
あ
り
、
こ
の
問
題
は
、

翻
訳
家
と
し
て
容
易
に
解
決
の
で
き
る
も
の
で
は

な
い
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

沼
野
氏
は
、
翻
訳
す
る
こ
と
は
「
ま
っ
た
く
違

っ
た
文
化
的
背
景
の
中
で
、
ま
っ
た
く
違
っ
た
言

語
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
文
学
作
品
を
、
別
の
言
語

に
訳
し
て
、
そ
れ
が
ま
が
り
な
り
に
も
理
解
さ
れ

る
こ
と
じ
た
い
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
何
か
奇

跡
の
よ
う
な
こ
と
で
は
な
い
か
」
と
も
い
っ
て
い

ま
す
。

　

さ
て
、
『
英
訳
大
菩
薩
峠
』
は
、
い
か
に
外
国

の
人
に
う
け
と
め
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

《
参
考
図
書
》

　
「
隣
人
之
友
」
第
三
五
号

　

昭
和
四
年
八
月
一
〇
日
発
行

　
二
宮
正
之『
小
林
秀
雄
の
こ
と
』岩
波
現
代
文
庫

　

二
〇
一
八
年
一
二
月
一
四
日
発
行

文
庫
長
だ
よ
り
島
田  

秀
男
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◆
年
忌
霊
位
（
四
月
か
ら
八
月
ま
で
）

年
忌
に
あ
た
る
御
霊
位

年
忌
に
あ
た
る
御
霊
位

御
命
日
　
故
人
御
芳
名
（
敬
称
略
）

四
月　
　

三
日 

秋
山　

寿
々

四
月　

十
一
日 

小
林　

ウ
メ

四
月　

十
一
日 

平
井　
　

忠

四
月　

十
九
日 

武
田
義
一
郎

五
月
二
十
一
日 

大
野　

淳
子

六
月　
　

九
日 

石
川
喜
久
枝

六
月
二
十
四
日 

出
山　

淳
一

六
月
二
十
五
日 

中
根　

タ
ケ

六
月
二
十
八
日 

秋
山　

悦
江

六
月　

三
十
日 

中
村
シ
ズ
江

七
月　
　

三
日 

山
田　

朝
子

七
月　
　

六
日 

伊
東　

長
吉

七
月　
　

九
日 

舩
木
シ
メ
子

七
月
二
十
一
日 

原
島　

精
次

七
月
二
十
四
日 

土
屋　

幸
江

七
月
二
十
八
日 

山
内　

之
夫

八
月　
　

上
旬 

小
島　

キ
ヨ

八
月　
　

六
日 

為
ヶ
谷
喜
美

八
月　

十
二
日 

高
橋　

和
代

八
月
二
十
二
日 

秋
澤　

良
江

八
月
二
十
六
日 

水
上
二
三
夫

　　
五
月　
　

四
日 

上
田　

彌
生

七
月
二
十
一
日 

藤
野　

安
隆

八
月　
　

一
日 

平
井　

巳
芳

八
月　
　

一
日 

中
根　

龍
男

八
月　

十
三
日 

中
野　

末
男

四
月　
　

二
日 

中
野
モ
ト
子

四
月
二
十
一
日 

鈴
木　

シ
ゲ

五
月　
　

八
日 

坂
巻　

シ
ゲ

五
月　

十
一
日 

中
野　

利
久

六
月　
　

七
日 

中
根
喜
七
郎

六
月
二
十
四
日 

島
田　

茂
夫

七
月
二
十
二
日 

中
根　

怜
子

八
月　
　

七
日 

島
田　

弥
一

四
月　

十
九
日 

新
井　

従
子

四
月
二
十
一
日 

島
田　

宇
一

四
月
二
十
二
日 

中
根　

シ
ナ

四
月
二
十
四
日 

島
田　

芳
男

四
月
二
十
五
日 

田
村　

ヨ
シ

五
月　
　

三
日 

中
野　

ノ
ブ

六
月　
　

二
日 

齊
藤　
　

伸

六
月　
　

三
日 

加
藤　

義
司

六
月　
　

六
日 

中
里
カ
メ
子

六
月
二
十
三
日 

中
野　

久
夫

六
月
二
十
五
日 

木
村　

榮
一

七
月
二
十
七
日 

譲
原　
　

啓

四
月
二
十
七
日 

池
下　
　

羊

四
月　

三
十
日 

斉
木
家

五
月　

十
六
日 

秋
澤
熊
五
郎

五
月
二
十
五
日 

太
田　

松
枝

五
月
三
十
一
日 

古
川　

サ
ダ

六
月　
　

五
日 

真
中　
　

宏

六
月　
　

七
日 

石
川
マ
サ
子

六
月
二
十
八
日 

中
野　

精
吾

六
月　

三
十
日 

木
島
ミ
サ
子

七
月　

十
一
日 

木
崎　

倉
造

七
月　

十
五
日 

秋
山
家

七
月　

十
五
日 

雨
倉
喜
三
郎

七
月　

十
七
日 

中
村　

忠
一

七
月
二
十
七
日 

波
田
野　

實

七
月　

三
十
日 

下
田　

之
保

八
月　
　

一
日 

佐
久
間
史
衛

八
月　
　

六
日 

中
野
家

八
月　

十
七
日 

末
永　
　

薫

四
月　

十
四
日 

島
田　

弥
一

四
月
二
十
六
日 

野
村
龍
之
介

五
月　

十
九
日 

渡
辺　

シ
モ

五
月
二
十
九
日 

田
村　

茂
芳

六
月　
　

三
日 

神
藤　

七
郎

六
月　

十
四
日 

島
田
家

六
月
二
十
七
日 

島
田　

カ
ツ

六
月　

三
十
日 

本
坊　

糸
枝

七
月
二
十
七
日 

柿
崎
永
美
子

八
月　

十
七
日 

鈴
木　

紀
騎

四
月
二
十
九
日 

新
井　

壮
夫

五
月
二
十
九
日 

島
田　

三
三

六
月　

十
二
日 

中
野　

ヒ
ロ

六
月　

十
二
日 

中
野　

シ
ゲ

六
月　

十
九
日 

平
井　

富
稔

 

水
上　
　

清

七
月　
　

二
日 

薩
美　

昭
治

七
月　
　

四
日 

青
木　
　

清

七
月　

十
二
日 

南
雲
チ
カ
エ

八
月　
　

六
日 

井
上　
　

要

八
月　

十
七
日 

佐
藤　

ハ
ル

八
月
二
十
九
日 

秋
山　

梅
子

五
月　
　

六
日 

田
邊　

フ
ミ

五
月　

十
九
日 

浮
田　

征
治

五
月　

二
十
日 

田
村　

初
枝

六
月　
　

七
日 

下
田　

ミ
ヤ

六
月
二
十
一
日 

高
崎
キ
ヨ
子

六
月
二
十
三
日 

中
野　

芳
夫

七
月　
　

六
日 

高
橋　

直
子

七
月　
　

九
日 

島
田　

睦
男

七
月　

十
四
日 

齊
藤
ヒ
サ
ヱ

七
月
二
十
七
日 

水
村　

喜
代

八
月　
　

八
日 

関
矢　

義
之

八
月　

十
七
日 

島
田　

し
づ

八
月
二
十
二
日 

石
角
作
之
烝

四
月　
　

十
日 

北
田　

文
司

四
月　

十
六
日 

山
口　

照
子

四
月　

十
八
日 

細
渕　

茂
雄

五
月　

十
三
日 

島
田　

昭
吉

五
月
二
十
二
日 

雨
宮
正
次
郎

五
月
二
十
六
日 

中
野　

久
子

五
月
二
十
六
日 

松
澤　

孝
次

五
月
二
十
八
日 

猪
俣
ス
エ
子

六
月　

十
八
日 

大
野
源
之
助

六
月
二
十
五
日 

佐
藤
勝
治
郎

七
月　

十
九
日 

大
路　

宗
生

一
周
忌　
平
成
三
十
年
御
逝
去

七
回
忌　
平
成
二
十
五
年
御
逝
去

十
三
回
忌　
平
成
十
九
年
御
逝
去

十
七
回
忌　
平
成
十
五
年
御
逝
去

二
十
三
回
忌　
平
成
九
年
御
逝
去

二
十
七
回
忌　
平
成
五
年
御
逝
去

三
十
三
回
忌　
昭
和
六
十
二
年
御
逝
去

　
本
年
四
月
か
ら
八
月
に
節
目
の
年
忌
を
迎
え
る
皆
様
で
す
。
ご
法
要
の
お
申
込
み

は
お
電
話
で
も
大
丈
夫
で
す
。
ご
不
明
な
点
も
お
気
軽
に
お
寺
に
ご
相
談
下
さ
い
。

ご
都
合
で
ご
法
要
を
な
さ
ら
な
い
場
合
に
は
、
お
塔
婆
を
建
て
て
の
墓
参
供
養
も
ご

ざ
い
ま
す
。
ご
家
族
皆
様
で
真
心
を
形
に
表
し
ま
し
ょ
う
。

三
回
忌　
平
成
二
十
九
年
御
逝
去
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和
正
和
尚
日
單

〇
谷
中　

新
年
恒
例
の
山
﨑
家
親
族
新
年
会
。
老

若
男
女
三
十
名
集
ま
る
。 

１
／
２

〇
三
島
龍
澤
寺　

松
華
室
老
師
に
新
年
の
ご
挨

拶
。
大
般
若
祈
祷
法
要
に
て
読
経
。 

１
／
３

〇
お
年
始　

総
代
さ
ん
に
お
年
始
。 

１
／
４

〇
高
円
寺　

二
月
に
公
演
し
て
い
た
だ
く
「
土
佐

源
氏
」
の
舞
台
を
綾
子
さ
ん
と
観
劇
。
会
場
は

満
員
。
公
演
後
、
坂
本
さ
ん
に
楽
屋
で
ご
挨

拶
。 

１
／
５

〇
宗
禅
寺　

寺
総
代
さ
ん
と
の
新
年
会
。
総
代
さ

ん
と
御
本
尊
様
、
檀
信
徒
各
家
に
供
養
諷
経
。 

 

１
／
６

〇
宗
禅
寺　

薬
師
堂
裏
の
駐
車
場
が
「
境
内
地
」

に
。
よ
か
っ
た
。 

１
／
７

〇
越
後
湯
沢　

妻
と
娘
と
雪
国
へ
。
雪
遊
び
、
ソ

リ
遊
び
。 

１
／
８
〜
９

〇
消
防　

晩
に
出
初
式
の
準
備 

１
／
10

〇
写
経
会　

今
年
も
写
経
会
始
ま
り
ま
し
た

 

１
／
11

〇
坐
禅
会　

坐
禅
会
始
め
。
十
七
名 

１
／
12

〇
消
防　

一
中
に
て
消
防
団
出
初
式 

１
／
13

〇
薬
師
講　

役
員
さ
ん
と
新
年
会
。
本
年
の
行

事
、
節
分
の
打
ち
合
わ
せ
。 

１
／
14

〇
土
曜
講
座　

中
村
修
さ
ん
の
花
づ
く
り
の
お
話

し
と
マ
ス
タ
ー
ハ
ム
ラ
ン
こ
と
大
野
光
義
さ
ん

の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
。
修
さ
ん
か
ら
貴
重
な
資

料
を
い
た
だ
く
。
私
は
馬
祖
禅
。
平
常
是
道
。 

 

１
／
19

〇
日
野
・
萬
福
寺　

高
野
宗
忠
住
職
突
然
の
ご
逝

去
。
密
葬
通
夜
に
父
と
参
列 

１
／
20

〇
寺
子
屋
委
員
会　

中
野
喜
一
さ
ん
執
筆
の
戦
争

時
の
コ
ラ
ム
を
読
む
。
新
年
会 

１
／
21

〇
福
生
・
清
岩
院　

西
東
京
臨
済
会
幹
事
会
。
新

年
総
会
の
資
料
確
認
。
今
年
は
役
員
改
選
。
三

月
十
一
日
の
托
鉢
も
。 

１
／
22

〇
書
初
め　

毎
月
宗
禅
寺
で
和
尚
に
よ
る
書
道
練

習
会
が
あ
り
ま
す
。
新
年
は
恒
例
の
書
初
め
。 

 

１
／
23

〇
法
要　

檀
家
外
の
方
の
四
十
九
日
法
要
を
お
寺

で
。
檀
信
徒
以
外
の
皆
様
の
御
供
養
も
お
受
け

し
て
お
り
ま
す
。 

１
／
30

〇
消
防　

晩
に
市
内
広
報
へ 

１
／
30

〇
節
分
お
札　

封
筒
の
宛
名
と
お
札
の
芳
名
入
れ

が
よ
う
や
く
完
了
。
ま
だ
ま
だ
字
は
下
手
く
そ

で
申
し
訳
な
い
。 

２
／
１

〇
文
化
展　

第
一
回
実
行
委
員
会
。
今
年
の
特
集

は
羽
村
所
縁
の
芸
術
家
の
皆
様
。 

２
／
２

〇
節
分
豆
ま
き　

日
曜
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

駐
車
場
が
満
車
。
多
数
の
御
来
山
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
子
供
用
の
お
菓

子
を
二
〇
〇
用
意
し
た
が
、
残
っ
た
の
は
五
つ

の
み
。 

２
／
３

〇
土
曜
講
座　

宗
禅
寺
涅
槃
会
。
長
野
県
長
谷
寺

の
奥
様
岡
澤
恭
子
先
生
に
よ
る
「
涅
槃
図
の
絵

解
き
」
。
絵
解
き
は
紙
芝
居
の
原
型
。
情
緒
た

っ
ぷ
り
の
語
り
口
に
皆
引
き
込
ま
れ
る
。

　

み
ん
な
で
御
詠
歌
。 

２
／
９

〇
西
東
京
臨
済
会　

昭
島
で
新
年
総
会
。
役
員
改

選
。 

２
／
11

〇
福
生
・
清
岩
院　

西
東
京
幹
事
会
。
新
年
総
会

の
議
事
で
通
っ
た
書
類
を
会
員
和
尚
様
に
発

送
。
三
月
十
一
日
托
鉢
案
内
状
も
。 

２
／
12

〇
都
内　

「
土
佐
源
氏
」
用
の
舞
台
照
明
を
リ
ー

ス
。
配
送
不
可
と
の
こ
と
で
現
地
に
取
り
に
う

か
が
う
。
両
親
の
お
顔
を
拝
む
た
め
谷
中
に
立

ち
寄
る
。 

２
／
15

〇
土
佐
源
氏　

午
後
か
ら
舞
台
準
備
。
坂
本
さ

ん
、
音
響
袴
田
さ
ん
、
映
美
さ
ん
と
本
堂
で
支

度
。
照
明
・
音
響
心
配
だ
っ
た
が
、
大
丈
夫
そ
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年
が
明
け
て
節
分
に
は
六
百
人
近
い
善
男
善

女
の
方
々
の
参
加
。「
土
佐
源
氏
」に
は
、二
五
〇
人

の
観
劇
を
い
た
だ
き
、あ
り
が
た
い
限
り
で
す
。土

曜
講
座
を
始
め
、檀
家
さ
ん
は
い
う
ま
で
も
な
く
、

広
く
皆
様
方
の
ご
来
山
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〇
東
京
湯
島　

麟
祥
院
に
て
小
川
隆
先
生
の
「
臨

済
録
」
講
義
拝
聴
。 

12
／
９

〇
西
東
京
臨
済
会
災
害
支
援
部
の
主
催
で
、
福
島

原
発
の
構
内
を
視
察
。
バ
ス
で
説
明
を
受
け
な

が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
。 

12
／
12

〇
鎌
倉
・
東
慶
寺
で
横
田
南
嶺
老
師
の
「
仏
光

録
」
拜
聴
。
建
長
寺
泊
。 

12
／
14

〇
建
長
寺
に
て
回
春
院
、
西
澤
拓
道
和
尚
（
妹
、

久
仁
子
の
長
男
）
転
版
式
に
出
席 

12
／
15

〇
宗
禅
寺
土
曜
坐
禅
会　

二
六
人
。
建
長
寺
カ
レ

ン
ダ
ー
の
包
装
。
十
五
分
で
終
了 

12
／
15

〇
今
日
の
法
事
か
ら
「
入
山
心
得
」
読
む 
12
／
16

〇
待
望
の
「
飛
鳥
Ⅱ
」
に
乗
っ
て
み
る
。
名
古
屋

か
ら
横
浜
へ
淑
子
さ
ん
と 

12
／
17
・
18

〇
藤
沢
で
未
来
連
福
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
忘
年
会
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
。 

12
／
21

〇
護
持
会
歳
末
清
掃　

丁
寧
に
し
て
下
さ
る
。う
ど

ん
の
接
待
。四
時
か
ら
宗
禅
寺
冬
夜
忘
年
会
。坐
禅

会
、写
経
会
、四
十
三
人
。始
め
に
講
談「
玉
川
上
水

物
語
」（
菊
地
洋
子
）、笛（
高
崎
洋
子
）。 

12
／
22

〇
宗
禅
寺
裏
の
土
地
を
買
い
取
る
。 

12
／
25

〇
銀
座
で
い
つ
め
ん
の
会
忘
年
会 

12
／
27

〇
中
里
さ
ん
、
お
地
蔵
様
の
帽
子
と
前
掛
け
新
調

し
て
、
か
け
て
下
さ
る
。 

12
／
28

〇
宗
禅
寺
総
代
さ
ん
方
に
歳
末
の
ご
挨
拶
。 
12
／
29

〇
大
晦
日
、
除
夜
の
鐘
。
牧
野
電
気
屋
さ
ん
、
薬

師
講
の
方
々
、
準
備
。
十
一
時
四
十
五
分
よ
り

打
ち
始
め
。
絵
馬
・
甘
酒
・
ド
ラ
ム
缶
焚
火
の

進
呈
。
薬
師
講
の
方
、
年
越
し
そ
ば
を
召
し
上

が
っ
て
帰
る
。
二
時
完
全
撤
収
。
ほ
ぼ
五
百
人

の
方
の
来
山
。
風
も
な
い
良
い
日 

12
／
31

◎
十
二
月
の
来
山
者
一
六
一
八
人
で
し
た
。
昨
年

一
年
間
の
来
山
の
方
の
合
計
は
二
万
九
百
四
十

五
人
で
し
た
。
多
く
の
方
に
御
縁
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
た
い
で
す
。
お
寺
が
何
を
お
か
え

し
で
き
る
か
。
頑
張
り
ま
す
。

〇
宗
禅
寺
総
代
さ
ん
方
に
お
年
始
。
檀
信
徒
の

方
々
に
は
失
礼
な
が
ら
郵
送
。　
　
　

１
／
４

〇
総
代
さ
ん
方
、
年
始
に
来
て
下
さ
る 

１
／
６

〇
宗
禅
寺
薬
師
堂
西
駐
車
場
、
境
内
地
に 
１
／
７

正
俊
閑
栖
日
記

う
で
安
心
。 

２
／
16

〇
土
佐
源
氏　

坂
本
長
利
さ
ん
独
演
劇
「
土
佐
源

氏
」
公
演
。
来
場
二
百
五
十
名
。
一
言
一
句
を

聞
き
逃
さ
な
い
よ
う
い
と
、
会
場
中
が
静
か
に

演
技
に
見
入
っ
た
。
ま
た
来
年
も
お
願
い
し
た

い
・
・
・ 

２
／
17

〇
東
新
商
会　

本
堂
・
庫
裡
な
ど
の
消
防
設
備
の

点
検
。
異
常
な
し
。 

２
／
25

〇
消
防　

動
物
園
駐
車
場
に
て
車
両
と
可
搬
ポ
ン

プ
繋
げ
て
送
水
訓
練
。 

３
／
１

〇
文
化
展　

第
二
回
実
行
委
員
会
。
看
板
の
原
案

な
ど
目
を
通
す
。 

３
／
２

　
葬
儀
の
こ
と
で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
家
族
葬
と
い
う
快
い
言
葉
が
あ
り
ま
す

が
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
は
生
き
て
い
る
間
、

多
く
の
人
と
の
関
わ
り
が
あ
り
ま
し
た
。
亡

く
な
る
時
に
も
、
関
わ
っ
た
方
々
と
お
別
れ

を
し
て
、
あ
の
世
に
送
っ
て
あ
げ
ま
せ
ん
か
。

　
家
族
だ
け
で
と
い
う
の
は
、
家
族
だ
け
の

都
合
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
普
通
の
お
葬

式
を
し
ま
し
ょ
う
。

閑
栖
和
尚
の
ひ
と
言



そ う ぜ ん じ 便 り （８）

〇
鎌
倉
へ
、
建
長
寺
半
僧
坊
・
正
統
院
・
天
源
院

等
の
写
真
撮
影
。 

１
／
８

〇
写
経
会
始
ま
る
二
十
人
。
禅
セ
ン
タ
ー
で
健
康

体
操
。
毎
週
金
曜
日
開
催
。
十
四
人 

１
／
11

〇
朝
粥
坐
禅
会　

六
時
か
ら
。
十
三
人 

１
／
13

〇
薬
師
講
役
員
新
年
会　

十
八
人
。 

１
／
14

〇
鎌
倉
禅
研
究
会　

円
覚
寺
に
て
。
横
田
南
嶺
管

長
・
小
川
隆
先
生
。
百
人
の
参
加
。 

１
／
17

〇
宗
禅
寺
土
曜
講
座　

中
村
修
さ
ん
。
大
野
光
義

さ
ん
。
七
十
人
の
参
加
。 

１
／
19

〇
日
野
萬
福
寺　

高
野
宗
忠
和
尚
葬
儀
へ
。
七
十

二
歳
。
私
と
は
長
年
の
道
友
。 

１
／
21

〇
福
生
青
年
会
議
所　

歴
代
理
事
長
会
新
年
会

へ
。
昭
島
・
車
屋 

１
／
22

〇
坐
禅
会
二
十
二
人
。
大
坂
な
お
み
全
豪
オ
ー
プ

ン
優
勝 

１
／
26

〇
青
梅
・
魚
双
の
井
上
夫
妻
来
山
。 

１
／
27

〇
東
京
湯
島
で
中
外
日
報
よ
り
コ
ピ
ー
も
ら
う
。

麟
祥
院
に
て
小
川
先
生
臨
済
録
。 

１
／
28

〇
う
ど
ん
教
室
十
三
人
。
一
人
で
留
守
番 
１
／
29

〇
淑
子
さ
ん
、
建
長
寺
の
賦
課
金
の
調
査
を
終

了
。
大
仕
事
で
し
た
。 

１
／
30

◎
一
月
の
来
山
者
は
一
四
七
七
人
で
し
た
。

〇
和
正
和
尚
、
節
分
の
札
作
り
、
懸
命
。 
２
／
１

〇
写
経
会
二
十
人
。
健
康
体
操
十
六
人
。 
２
／
１

〇
文
化
展
会
議
に
二
十
三
人
来
山
。 

２
／
２

〇
宗
禅
寺
節
分　

日
曜
日
の
好
天
も
あ
り
、子
供
達

二
百
人
、合
計
六
百
人
の
参
加
。薬
師
講・サ
ン
ガ
の

会・坐
禅
会・写
経
会
の
方
の
手
伝
い
と
運
営
。皆
さ

ん
い
い
福
を
も
ら
っ
て
帰
ら
れ
ま
し
た
。歳
取
り
の

宴
、七
十
人
。い
い
一
年
が
始
ま
り
ま
す
。 
２
／
３

〇
横
須
賀
市
民
大
学
で
「
禅
宗
の
祖
師
像
」
講

義
。
夕
方
、
鎌
倉
・
岸
ホ
テ
ル
訪
問
。 
２
／
５

〇
宗
禅
寺
裏
・
北
側　

第
二
駐
車
場
と
す
る
。
鈴

木
土
建
に
準
備
依
頼
。 

２
／
６

〇
八
王
子
仏
教
会
〝
涅
槃
会
の
集
い
〞
橋
本
五
郎

氏
の
講
演
を
拜
聴
。
元
気
い
た
だ
く
。 
２
／
７

〇
宗
禅
寺
土
曜
講
座　

岡
澤
恭
子
さ
ん
の
お
釈
迦

様
涅
槃
図
の
お
絵
解
き
。
し
ん
み
り
と
あ
り
が

た
か
っ
た
。
御
詠
歌
奉
詠
。
来
年
も
二
月
八
日

に
お
い
で
い
た
だ
く
。 

２
／
９

〇
森
美
術
館
で
「
北
斎
展
」
超
満
員
。 

２
／
10

〇
第
二
駐
車
場
完
成
。
お
施
餓
鬼
等
、
前
の
駐
車

場
が
一
杯
の
時
、
お
使
い
く
だ
さ
い
。
夕
方
か

ら
西
東
京
臨
済
会
、
新
年
総
会
車
屋 

２
／
11

〇
甲
府
市
、
塩
沢
寺
厄
除
地
蔵
尊
大
祭 

２
／
13

〇
鎌
倉
・
東
慶
寺
「
鎌
禅
会
」
横
田
南
嶺
老
師
の

無
学
祖
元
「
仏
光
録
」
拜
聴
。
東
京
駅
で
彭
丹

さ
ん
と
「
蘭
渓
録
」
出
版
相
談
。 

２
／
14

〇
田
村
酒
造
会
議
場
で
福
生
稲
門
会
講
話
。坐
禅

会
、和
尚
二
人
と
も
欠
席
す
み
ま
せ
ん
。
２
／
16

〇
長
徳
寺
山
下
光
一
さ
ん
の
葬
儀
役
僧 

２
／
17

〇
「
土
佐
源
氏
」
坂
本
長
利
さ
ん
独
演
劇
。
本

堂
、
真
っ
暗
の
中
、
ロ
ー
ソ
ク
一
本
の
独
演
。

二
百
五
十
人
の
観
客
。
圧
倒
さ
れ
て
聴
き
入

り
、
見
入
る
。
エ
ル
ム
ン
ド
で
打
ち
上
げ
。
ま

た
、
公
演
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

２
／
17

〇
東
博
「
顔
真
郷
」
超
満
員
で
常
設
展
を
見
る
。

夕
方
、
建
長
寺
鎌
倉
塾
。
鎌
田
恭
幸
さ
ん
の
お

話
し
と
懇
談
。
塩
之
入
内
科
に
も
。 

２
／
19

〇
日
野
萬
福
寺
高
野
宗
忠
和
尚
津
送
。 

２
／
20

〇
鎌
倉
禅
研
究
会　

鈴
木
佐
さ
ん
應
供
堂
満
員
七

〇
人
。
終
わ
っ
て
開
山
堂
案
内
。 

２
／
21

〇
青
梅
総
合
病
院　

北
村
喜
道
和
尚
見
舞
い
２
／
22

〇
久
し
ぶ
り
に
法
事
三
軒
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
三

時
よ
り
花
祭
り
打
合
せ 

２
／
23

〇
京
都
・
建
仁
寺
問
候
。
素
堂
忌
。 

２
／
24

〇
湯
島
・
麟
祥
院　

小
川
先
生
臨
済
録 

２
／
25

〇
鎌
倉
禅
研
究
会　

土
曜
講
座
の
講
師
依
頼
準
備

始
め
る
。 

２
／
26

◎
節
分
・
土
佐
源
氏
も
あ
り
二
月
の
来
山
者
は
千

八
百
十
八
人
で
し
た
。
あ
り
が
た
い
で
す
。



　

去
る
二
月
九
日
（
土
）
に
土
曜
講
座
と
し
て
涅

槃
会
を
行
い
ま
し
た
。
二
月
十
五
日
が
お
釈
迦
様

の
ご
命
日
に
あ
た
り
、
日
本
全
国
の
寺
院
に
て
お

釈
迦
様
の
遺
徳
を
偲
ん
で
法
要
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

涅
槃
は
イ
ン
ド
の
古
代
語
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

語
の
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
の
音
写
語
で
す
。
煩
悩
を
滅

し
尽
く
し
た
悟
り
の
境
地
の
意
味
で
も
あ
り
ま
す

が
、
ご
逝
去
す
る
こ
と
を
涅
槃
と
も
言
い
ま
す
。

　

宗
禅
寺
の
本
堂
に
は
常
日
頃
か
ら
『
涅
槃
図
』

の
掛
け
軸
が
掛
け
ら
れ
て
い
ま
す
。『
涅
槃
図
』

は
お
釈
迦
様
が
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
時
の
こ

と
を
描
写
し
た
絵
で
す
が
、
今
回
の
土
曜
講
座
で

は
、信
州
長
谷
観
音
の
奥
様
、岡
澤
恭
子
様
に
よ
っ

て
そ
の
『
涅
槃
図
』
の
絵
解
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

絵
解
き
は
、
絵
の
解
説
を
た
だ
す
る
わ
け
で
は

な
く
、
絵
解
き
師
の
方
が
情
緒
た
っ
ぷ
り
に
仏
教

絵
図
の
因
縁
を
紐
解
い
て
下
さ
り
、
時
に
笑
わ
せ

時
に
涙
さ
せ
る
仏
教
芸
能
文
化
で
す
。
鎌
倉
時
代

に
は
お
寺
に
絵
解
き
専
門
の
僧
侶
が
い
た
そ
う
で

す
が
、
そ
の
後
大
衆
的
に
広
ま
り
、
絵
解
き
を
生

業
と
し
全
国
を
旅
し
て
回
っ
た
プ
ロ
の
絵
解
き
師

が
数
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
そ
う
で
す
。
娯
楽
の

多
く
な
い
か
つ
て
の
世
界
で
は
、
絵
解
き
師
が
村

に
や
っ
て
く
る
こ
と
を
楽
し
み
し
て
い
た
方
も
多

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
現
在
、
絵
解
き
師
は
は
岡

澤
先
生
含
め
、
全
国
で
も
指
で
数
え
る
ほ
ど
し
か

存
在
し
て
お
ら
ず
、
大
変
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

一
般
的
な
涅
槃
図
は
、
中
央
に
身
を
横
た
え
た

お
釈
迦
様
が
描
か
れ
、
お
弟
子
さ
ん
や
諸
仏
、

神
々
、
あ
ら
ゆ
る
動
物
た
ち
が
お
釈
迦
様
の
亡
き

が
ら
を
囲
ん
で
、
悲
し
み
に
ふ
け
っ
て
い
る
も
の

が
多
い
で
す
。
数
多
く
の
動
物
が
描
か
れ
て
い
ま

す
が
、
な
ぜ
か
猫
だ
け
は
描
か
れ
て
い
な
い
も
の

が
多
い
そ
う
で
す
。
実
は
涅
槃
図
と
十
二
干
支
は

非
常
に
関
係
が
深
く
、
我
々
に
と
っ
て
身
近
な
動

物
で
あ
る
猫
で
す
が
、
十
二
干
支
に
も
猫
は
入
っ

て
い
ま
せ
ん
。
理
由
は
諸
説
あ
る
そ
う
で
す
が
、

非
常
に
興
味
深
い
お
話
し
を
聞
け
ま
し
た
。
こ
の

他
に
も
様
々
な
お
話
し
を
一
枚
の
絵
図
か
ら
し
て

下
さ
り
、
お
寺
で
し
か
聞
け
な
い
絵
解
き
と
な
り

ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

ま
た
来
年
二
月
八
日
に
信
州
か
ら
羽
村
に
来
て
下

さ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
聞
き
逃
し
た
皆

様
は
是
非
と
も
来
年
を
お
楽
し
み
に
お
待
ち
下
さ

い
。

そ う ぜ ん じ 便 り（９）

岡澤恭子先生による涅槃図のお絵解き

涅
槃
図
の
絵
解
き

（
ね
は
ん
え
）

宗
禅
寺
涅
槃
会



　

檀
信
徒
以
外
の
皆
様
の
御
参
加
を
大
歓
迎
‼

お
茶
代
三
〇
〇
円
。
学
生
さ
ん
無
料
。
予
約
不

要
、
直
接
お
で
か
け
下
さ
い
。

◆
第
三
十
二
回　
四
月
二
十
八
日（
日
）十
三
時
〜
十
六
時

　
中
里
介
山
忌
　
会
場 
禅
林
寺
様 

羽
東
三
―
十
六
―
二
十
三

・
法
要
・
お
話
・
墓
参

禅
林
寺
住
職　

岡
崎
啓
純
和
尚

・
仏
教
講
座
　「
宋
代
の
禅
」

 

住
職　

高
井
和
正

・「
中
里
介
山
の
お
話
」
 

 

 

宗
禅
寺
文
庫
長　

島
田
秀
男
先
生

・
講
談
「
玉
川
上
水
物
語
」 

菊
地
洋
子
さ
ん

◆
第
三
十
三
回
　
五
月
十
八
日（
土
）十
三
時
〜
十
六
時

・
仏
教
講
座 

住
職　

高
井
和
正

・
多
摩
の
お
酒
に
つ
い
て

 

石
川
酒
造　

石
川
義
郎
さ
ん

・
江
ノ
電
の
こ
と
あ
れ
こ
れ

 

江
ノ
島
電
鉄　

前
社
長　

深
谷
研
二
さ
ん

◆
第
三
十
四
回　
六
月
二
十
二
日（
土
）十
三
時
〜
十
六
時

・
仏
教
講
座 

住
職　

高
井
和
正

・「
羽
村
郷
土
博
物
館
の
す
べ
て
」

 

羽
村
郷
土
博
物
館
館
長　

河
村
康
博
先
生

・「
花
火
の
話
」　
　

 

細
谷
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
代
表　
　
　

 

細
谷
圭
二
さ
ん

◆
第
三
十
五
回　
七
月
二
十
日（
土
）十
三
時
〜
十
六
時

・
仏
教
講
座　

多
摩
川
の
お
魚
の
話
し
を
予
定
中

※
希
望
の
講
師
・
テ
ー
マ
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

　

正
俊
閑
栖
和
尚
の
主
催
す
る
鎌
倉
で
の
勉
強
会

で
す
。 

資
料
代
五
百
円
と
拝
観
料
を
ご
負
担
下
さ

い
。 

十
三
時
〜
十
六
時
半
、 

予
約
不
要
で
す
。

◆
第
百
五
十
一
回　
三
月
二
十
八
日（
木
）於
建
長
寺
應
供
堂

・
中
世
の
禅
宗

 

花
園
大
学
講
師　

舘　

隆
志　

先
生

・
臨
済
の
思
想　
　

東
京
大
学
Ｅ
Ｍ
Ｐ
講
師・真
義
臨
済
禅
宗
師
家　

小
島
岱
山　

老
師

◆
第
百
五
十
二
回
　
四
月
十
一
日（
木
）於
建
長
寺
應
供
堂

・
兼
好
法
師
追
想

 

元
金
沢
文
庫
長　

高
橋
秀
栄　

先
生

・
蘭
渓
道
隆
禅
師
―
―
そ
の
心
と
日
本
文
化

 

法
政
大
学
講
師　

彭　

丹　

先
生

◆
第
百
五
十
三
回
　
五
月
三
十
日（
木
）於
建
長
寺
應
供
堂

・
鎌
倉
の
禅
僧
と
連
環
結
制
（
仮
題
）

長
谷
寺
観
音
ミ
ュー
ジ
ア
ム
主
席
学
芸
員　

三
浦　

浩
樹　

先
生

・
禅
宗
と
戦
国
時
代
の
科
学
知
識

 

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
准
教
授　

川
本　

慎
自　

先
生

◆
第
百
五
十
四
回
　
六
月
二
十
日（
木
）於
建
長
寺
應
供
堂

・
何
故
ア
メ
リ
カ
人
は
禅
を
選
ん
だ
の
か

 

コ
ー
ネ
ル
大
学
東
ア
ジ
ア
研
究
所　

松
原　

正
樹　

師

・
武
士
は
何
故
、
禅
を
選
ん
だ
の
か

 

東
京
大
学
教
授　

本
郷　

和
人　

先
生

◆
第
百
五
十
五
回
　
七
月
十
八
日（
木
）於
建
長
寺
應
供
堂

・
豊
後
の
国
と
建
長
寺 

蘭
渓・中
厳・大
拙・定
山
寂
而

 

建
長
寺
調
査
員　

鈴
木　

佐　

先
生

・
鎌
倉
文
化
と
大
分
・
万
寿
寺

大
分
市
教
育
委
員
会
参
事　

坪
井　

伸
也　

先
生

土
曜
講
座
の
お
知
ら
せ

土
曜
講
座
の
お
知
ら
せ

鎌
倉
禅
研
究
会
開
講
の
お
知
ら
せ

鎌
倉
禅
研
究
会
開
講
の
お
知
ら
せ
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宗禅寺ホームページ  http://www.hamura-souzenji.com

宗
禅
寺
毎
月
の
活
動

●朝粥坐禅会……

●土曜坐禅会……

●彼岸早朝坐禅会……
●土 曜 講 座……
●写　経　会……
●御　詠　歌……
●手打うどん教室……
●木 彫 教 室……

●俳 句 教 室……
●尺八吹禅の会……

●介護予防体操……

毎月第一日曜日　朝6時～8時半　一日の始まりに坐禅。坐禅後、禅の作法で
おかゆをいただきます　4/7・5/5・6/2・7/7
毎週土曜日　子供：夕6時～7時　大人：7時半～9時半　繰り返し繰り返し深い
呼吸を。イス坐禅もあります
彼岸中（3月18日～24日）毎朝6時～7時開催。　短い時間で初心者向きです。
毎月一回の勉強会。13時～16時 地域文化の共有と創造を目指し、地域伝統を後世に。
毎月1日、11日、21日、1時～3時　般若心経の写経をしています。支度、片付けは全員で。
毎月第1・3火曜日　1時半～3時　指導：高井淑子
現在２クラス開講中。月一回。講師：島田辰夫先生
毎月第1・第3土曜日　13時～16時まで　講師：新井達矢先生　場所：宗禅寺禅センター　
仏像や能面を自分で彫ってみませんか？　月謝5000円（道具、材料費は要別途）
毎月1回、適宜。問い合せ先：中野つたえ　☎554－2444
毎月第1、第3月曜　夜7時半～9時頃
坐禅15分、練習60分、問い合せ：坂井陵童　☎554－3273
毎週金曜日　14時～16時　問い合せ：羽村市役所 ☎555－1111 内線178

○女性サンガの会・薬師講・寺子屋委員会・護持会　――活動中です――
○宗禅寺禅センターをお使い下さい。

―
お
寺
で
新
た
な
自
分
の
発
見
を
―


